
   お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　受け持ち医師　　　                             /                                受け持ち看護師　　　　　　　　　　　　　  　　　その他の担当者

月　　　　日

経過

達成目標

　　　　　　　　　　　　　点滴をします

本人・家族への説明　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　本人・家族署名

説明者署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別な栄養管理の必要性の有無　　有□　　無□　　　　　

肺切除

　　＊胸に管(ドレーン）が入ります

内服薬再開
（主治医確認後）

お食事が食べられれば点滴終了

　　＊血栓防止用ストッキングをはきます

　　＊血栓防止用のポンプをふくらはぎに装着します

⇒

レントゲン、血液検査確認後、お部屋に帰ります

術後2日目 術後3日目

＊背中のチューブは痛み止めが
終了後、抜きます

＊レントゲン上問題なければドレーン抜去

レントゲン、血液検査

　＊医師から手術の説明
　＊看護師から入院生活・手術準備の
説明
　＊薬剤師から薬剤指導

離床指導・飲水指導

制限なし

安静度

手術当日手術前日

心身ともに充分な
手術準備ができる

説明・指導

清潔

身体を拭きます

ベッド上安静（寝返りは可能）

⇒

歩行後、ストッキングを脱ぎます

／ ／ ／

痛みのコントロールができる
自分で排尿ができる

病棟内を歩くことができる

　　＊背中に痛み止めを注入するチューブが入ります

術後1日目

体温・脈拍・呼吸・血圧

制限なし院内歩行

体温・脈拍（4回）、血圧（2回）⇒

入浴

準備物品の確認
（下着・ティッシュ等）

　　　　　⇒

医師から手術終了直後ご家族へ説明

／ ／

安心して手術にのぞむことができる

入浴時に消毒液で
お胸を洗います

排泄

検査

観察

手術室で尿の管を入れます

常食　（患者様の状況によりお食事が変
更になる場合があります）

絶食
手術後しっかりと目が覚めれば飲水が可能です

手術前　

持参薬を確認します

治療・処置

内服・点滴

食事

体温・脈拍・血圧

心電図、呼吸機能、胸のレントゲン
血液・尿検査

（外来で行われている場合もあります）

⇒

（2時間ごと）

病棟内歩行（初回は看護師と一緒に歩き
ます）

洗面介助・うがい

シャワーに入ることができる

⇒

歩行後尿の管を抜きます

　　　　　　　　　　　　⇒

レントゲン、血液検査 レントゲン

独立行政法人　国立病院機構　大阪医療センター

創口のテープをはが
します

常食

シャワーに入れます

⇒

　　　　　　　体温・脈拍・血圧（4回）

⇒



肺切除

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

月　　　　日

経過

達成目標

食事

　　　　　　　⇒ 　　　　　　　　⇒ 　　　　　　　　　　⇒

独立行政法人　国立病院機構　大阪医療センター

排泄

観察

⇒⇒ ⇒

／

治療・処置

退院が可能（患者様の状況により異なります）

術後4日目

／／ ／

術後5・6日目 術後7日目

シャワーに入れます

⇒

内服・点滴

検査

レントゲン、血液検査

体温・脈拍（4回）、血圧（2回）

術後8日～10日目以降

体温・脈拍（2回） ⇒

清潔

説明・指導

／

退院目標

⇒

　　★退院可能は退院日ではありません
　　★師長と相談して退院日を決めます

院内歩行ができる

炎症所見が落ち着いている

シャワー浴可能

創部の自己管理可能

体温：2日間37℃以下

病院食が半量以上摂取可能

⇒⇒

　　　　　　看護師より退院指導

安静度

制限なし

傷に赤み・腫れ・液漏れがみられ
ず

押さえても痛みがない
傷の自己管理ができる

ドレーン抜去後確認のレントゲン検査

常食


